
2024/4/19 

準備委員会メンバー共有用 

 

なんば広場 幹事会議事メモ 

 

日時：2024年 4月 19日(金)13：00～15：00 

場所：河原センタービル 

参加：戎橋筋商店街       菊地氏、青木氏、山本氏 

     なんさん通り商店会   木村氏、木本氏、菊澤氏 

        髙島屋                    藤原氏 

    マルイ                     田中氏 

南海電鉄                寺田氏、平木氏、入江氏、北川氏、木本氏 

HBP                     泉、岸本、木下（記） インターン生 福井  

 

（0）人事異動について 

〇HBP担当者について（泉より説明） 

・HBP 田中に代わり、新入社員の木下が入る。本日、田中は発熱により欠席しているが、次回幹事

会に参加し、本人より挨拶させてもらえれば。 

・R6.4.1からHBP入社の木下。神戸市役所 15年間土木職で勤務し、神戸市のほこみち・パークレ

ットなど道路利活用事業等の担当経験あり。なんば広場、なんさん東西の担当。 

〇南海電鉄 

・木本氏が育休から広場担当メンバーとして復帰。 

 

（１）【報告】2023年度振り返り（泉より説明） 

⇒ 異議なし（一同） 

 

（２）【報告】2023年度収支まとめ& 2024年度予算計画（岸本より説明） 

〇2023年度 収支まとめ 

 ⇒ 異議なし（一同） 

 

〇2024年度 収支予算計画 

〔結論〕 

・自転車WGの会議費は地域環境保全活動の一環として準備委員会から拠出する。 

・協議会開催に係る費用(印刷費、会場費等)は協議会の会計から支出する。 

 

〔意見交換〕 



・ひろば活用実験が可能な場合の明るいシナリオと、警察協議継続によりひろば活用実験が進ま

ないバッドシナリオの２パターンを計画。どちらにしても、単年度収支は成立。（HBP） 

・自転車 WG の会議費が４～５万円かかり、協議会で費用負担している。2024 年度からは準備委

員会の会計から支出でよいか。（菊澤） 

⇒協議会の会計の残額はどれくらいか。（入江） 

⇒80万円前後。（菊澤） 

・地域環境維持の一環としての自転車課題に取り組む自転車ＷＧであることを前提として、広場だ

けの自転車問題を考えても仕方ないので、広域的に自転車WG として実施している。（山本） 

・自転車WGの支出内訳は会議費のみである。（菊澤） 

・準備委員会からの支出として問題ないか（ＨＢＰ） 

⇒問題ない（一同） 

・協議会ニュースと、総会の資料印刷費、会議室費は、準備委員会の会計ではなく、協議会の計

下記から支出すべき。（藤原） 

⇒同意（一同） 

・事務局の机がほしい（菊澤） 

⇒必要なものは準備委員会の経費として購入可能（ＨＢＰ） 

・自転車のおしチャリの広報チラシは、もっとデザインを考えてほしい。（木村） 

⇒了解（HBP） 

・滞留行動調査について、自転車の動きがどのようになっているのか、把握してもらいたい。（山本） 

⇒検討する。（ＨＢＰ） 

・スポット利用について、ミナミまち育てもやりたいと聞いているが、連携するのか。（山本） 

⇒その予定である。（HBP） 

・ひろばのスチール撮影は、季節ごとのシーンを意識してほしい。（山本） 

⇒了解。（HBP） 

・周辺のまちの案内は必要ではないか、広場の当初の目的に則りひろば周辺のまちに恩恵がある

ように、考えるべきだ。（菊澤） 

 

〇なんば広場将来収支想定 

・スポンサーになると、何ができるのか。（藤原） 

⇒優先的に広場の使用が可能など。（泉） 

・ネーミングライツはどうか（木村） 

⇒検討可能性はある（泉） 

・ほこみちになれば、広告やスポンサー制度等は実現可能となるのか（菊地） 

⇒可能となると警察からは言われている。（岸本） 

・建物利用に関しては、地域の意見があるため、飲食でも物販でもデリケートに考えた方が良い。

（菊地） 



・建物利用とあるが、新しくひろばに建てるのか（木村） 

⇒テナントが建てる想定。法人は資産を持たない考え方でこれまで整理している。（泉） 

・ひろばの飲食利用はあきらめるのか。（藤原） 

⇒あきらめるわけではないが、理屈でなく感情で飲食をダメと話している方がいるので、そこは丁寧

に話をするべきだという話。（菊地） 

⇒納得を得られるようには思えないので、実験中は実験として、最終落としどころを別途考えてはど

うか。建物の件についても、固定収入を得るための一つの考え方であって、継続審議としては。（山

本） 

 ⇒その考え方である。（泉） 

・テナントが建物を設置することは反対。準備委員会がコントロールできるようにしないといけない。

ネーミングの可能性は残しておきたい（木村） 

・収入については、収支予想上でもシビアにみるべき。一方で、建物利用等、検討中であり可能性

の一つとして記載することはいいのでは。（藤原） 

 

（３）【意見交換】早期ほこみち適応を目指して（岸本より説明） 

・大阪市の大段さんの個人的な意見ではあるが、工事期間中でもほこみちが適応できるのではな

いかとコメントしていた。（入江） 

・来週月曜日、大阪市に早期ほこみちプランを協議予定である。その際には、市の実験であること

を示すためにも、占用主体は計画調整局で行うよう説明予定。この方向で進めてよいか。 

⇒異議なし（一同） 

 

（４）【報告】椅子・机設置日について（入江氏より説明） 

・4/30(火)8:30に搬入。 

・暑くなってくると、椅子を庇の下に動かしてしまうケースが発生し、警察からの指摘につながる。 

 

⇒対応策の意見交換：机に注意喚起を張る、使用範囲を植栽などで明確にする、椅子通しを連携

する。ブザーつける、罰金を取る、貸し出し、一括管理して貸し出し、案内をする。 

 

（５）【報告】Osaka Art and Designについて（入江氏より説明） 

・2023年梅田中心に展開している、パブリックスペースでのアート企画。 

・南海なんば駅２Fにアート設置予定。 

・なんばひろばでもアートを設置できないか検討している。将来的にはシビックプライドサインを置く

ことが出来ないかと考えており、Osaka Art and Designの機会を捉えて、ひろばに実験的に設置で

きないかと考えている。設置するにあたり、民主体では警察協議が通らない可能性が高いことを踏

まえ、準備委員会主催として実施できないか相談したい。費用は高島屋と南海で負担する。 

⇒写真の取れ高、角度等の検証 



⇒今回関わってもらう予定の鬼頭健吾氏を試金石に、ひろばでアートができるという宣伝効果に

より、アート関係のスポンサーを見つけることができないか。 

⇒異議なし。（一同） 

 

（６）【意見交換】ミナミ・フライング万博の維持管理協力金について（入江氏・菊地氏より説明） 

 ・NDK連絡会（戎橋商店街、道頓堀商店会、南海電鉄、OUGI） 4社共同体が主催。 

 ・26～28日にオープニングイベントを開催。万博からも承認をもらった企画。 

・能登半島地震の復興支援として、富山のチューリップを使用して、ミャクミャクを描くインフィオラ

ータを実施予定。 

 ・最大５割減免を適用できないか、審議をお願いしたい。 

 ⇒異議なし（一同） 

 

（7）その他 

  〇なんば広場の警備員からの報告（平木氏より説明） 

  ・路上喫煙の件数について 

    →本設喫煙所設置後は大きく減少しており、喫煙所の効果が出ている。 

（喫煙所設置前）  １７５件/週 

    （喫煙所設置後）3月 25日～    ９５件/週 

             ４月 １日～    ５２件/週 

           ４月 ８日～    ２８件/週 

  ・ゴミのポイ捨て 

  →暖かくなってきていることから、ゴミが増加している。 

       53件 ⇒ 213件 

   

  〇自転車啓発  

   ・4月 22日 16：00～ ※南海電鉄が会議により動員数が少ない見込み、各方面より参加協力し

ていただければ。 

 

２．広場のイベント予定 

  ・4/26(金)～28(日)：ミナミ・フライング万博 【協議済】 

 

３．今後の日程 

 5月は 2週（5月 10日）、4週（5月 24日） ＠河原センタービル 


